
と き 2021年10月23日（土）
12:30～ 総会（会員・関係者のみ）

13:00～ 研究大会（一般参加可能）

ところ 兵庫大学

（加古川市平岡町新在家2301）
2020.08.29 総会・研究大会（北海道文教大学）

日本地域創生学会

2021年度総会・研究大会

会長あいさつ
「地域創生の真実」
日本地域創生学会会長 木村俊昭

共催者あいさつ
兵庫大学・兵庫大学短期大学部学長 河野真

開催地あいさつ
兵庫県加古川市長 岡田康裕 様

来賓あいさつ・講話
「地域創生・SDGsと環境・地域循環共生圏」
環境省事務次官 中井徳太郎 様

基調講演１
「これからの大学・大学院教育のあり方」
東京大学大学院経済学研究科教授 柳川範之 様

基調講演２
「防災・危機管理の実践」
関西国際大学特命教授 齋藤富雄 様

分科会発表（各8名）
第1分科会 行政・地域創生リーダー
第2分科会 経済・社会
第3分科会 大学生・大学院生

定 員：対面100名
３密を避け、対面＆オンライン開催
オンライン参加に定員はありません

参加費：会 員 5,000円
非会員 7,000円
学 生 2,000円
オンライン 2,000円

＊参加費に交流会費は含みません。
（但し交流会実施の場合、登録者は
無料とします）

＊オンライン参加費の支払い方法は、
お申込み時にお知らせします。

＊学生とは、大学生、大学院生（専業）、
専門学校生、短期大学生を指します。

＊加古川市民は研究大会に限り参加無
料。受付時に居住地が分かる公的証
明書をご提示ください。
なお、総会と交流会にはご参加いた
だけません。

主 催：日本地域創生学会2021年度総会・研究大会実行委員会
共 催：兵庫大学
協 力：内閣官房・内閣府、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省、

気象庁、兵庫県加古川市、北海道文教大学、東京農業大学、東京大学、実践総合農学会、
一般社団法人日本事業構想研究所、一般社団法人神戸ベンチャー研究会

＜お申込み・お問い合わせ先＞
日本地域創生学会本部事務局 chiiki@jsle.jp（メールでのみ対応）
東京都世田谷区桜丘1-1-1 東京農業大学世田谷キャンパス10号館2階2260号室

「マスク着用」「発熱時の参加見合わせ」「手指消毒」「COCOAのインストール」をお願いします。

「過疎地域・離島・被災地支援物産展」（11:00～15:00 兵庫大学11号館102 出入自由）

出展：福井県嶺南振興局、奈良県御所市、岸和田市「マルヤファーム」、北海道厚真町、山形県米沢市、プロダクトリング株式会社（申込順）

研

究

大

会

「五感六育・地域創生映画」上映
体験☆ダンスうんどう

お楽しみに

参加申込の締め切り：10月8日(金)15時

地域創生・SDGｓの推進
－実学・現場重視の人財養成の視点から－



分科会発表者一覧

第1分科会 行政・地域創生リーダー
（１）原田禎夫（大阪商業大学公共学部）

「市民科学にもとづく政策提言とその実現～亀岡市プラスティック製レジ袋の提供禁止に関する条例を事例として～」
（２）後藤正邦（福井市PTA連合会）

「PTA連合会の視点から進める地域創生」
（３）中嶋清祐（奈良県御所市役所）

「6次産業化による地域農業の展開と今後の課題」
（４）武田晃治（東京農業大学大学院農学研究科環境共生学専攻教職・学術情報課程）

「アクアポニックスによるザリガニ飼養に関する研究」
（５）山本洋士（プロダクトリング株式会社）

「地域産品の首都圏販路開拓による地域活性化への挑戦～山口県との連携実績～」
（６）菅原文子（北海道大学公共政策学研究センター）

「小規模自治体における地域おこし協力隊の意義」
（７）後藤幸洋（北海道教育庁オホーツク教育局）

「地域の特色を生かした高校の取り組みについてーオホーツクの小規模総合学科の現状と課題ー」
（８）泉一也（地域リノベーション協同組合）

「オンラインを活用した地域商人プロジェクト～日本全国に点在する志と専門性の高い人財の学友化について～」

第2分科会 経済・社会
（１）髙橋慶子（Officeアイカレッジ®北海道） ＊オンライン発表

「中小企業の両立支援に関する先行研究の継次的推移の研究」
（２）並木将央（地域リノベーション協同組合）

「地域課題を協創し解決する、地域商人の必要性を歴史からひもとく」
（３）小林英夫（ダンスうんどう塾・本部）

「ACP（アクティブ・チャイルド・プログラム）の推進拡大に挑戦するダンスうんどう」
（４）佐藤明紀（北海道文教大学）

「介護予防の視点から考える恵庭市の取り組み～恵庭市と北海道文教大学の連携～（第2報）」
（５）湊亨（北日本消毒株式会社）

「5S活動から地域づくり」
（６）福田充男（株式会社Bonton）

「所属性を重視する地域企業の地域創生における役割：小西酒造と伊丹郷町の歴史を事例として」
（７）木嶋悦寛（別海町議会）

「菊と緑の会 産業後継者確保の取り組み」
（８）中川優（サンカイ化成株式会社）

「海外ビジネス展開の現実と課題～ベトナム実践事例／コロナ騒動～」

第3分科会 大学生・大学院生
（１）河本燿杜（日本大学生産工学部建築工学科） ＊オンライン発表

「オリンピック・レガシーの概念と課題に関する一考察」
（２）長谷川翔大（日本大学生産工学部建築工学科） ＊オンライン発表

「サードプレイスの概念からみる横浜市地区センターの実態」
（３）長谷川豪（日本大学生産工学部建築工学科） ＊オンライン発表

「歴史博物館と美術館＊外国人に対しての教育空間と計画的知見＊」
（４）加藤肇子（北海道大学大学院農学科院共生基盤学専攻）

「北海道鹿追町における農村滞在ルネサンス～NPO北海道ツーリズム協会の存在意義～」
（５）グエン・バン・ミン（兵庫大学大学院）

「ベトナムにおけるスタートアップエコシステム構築の課題」
（６）井村敦貴（兵庫大学大学院）

「伝統文化の継承と地域創生～姫路の祭り文化の継承について～」
（７）井階友貴（福井大学医学部地域プライマリケア講座／兵庫大学大学院現代ビジネス研究科）

「赤ふん坊やはひととまちの健康と幸福を育めるか ご当地体操による住民の健康およびソーシャル・キャピタルへの効果検証第１報」
（８）松本恭輔（6th株式会社）

「井戸端会議手法によるコミュニティ再生・プロジェクト創発について」

敬称略・発表順
発表15分間、質疑5分間

講師略歴

・中井徳太郎 様（環境省事務次官）
1962年生まれ。東京大学法学部卒業。1985年大蔵省入省。主計局主査（農林水産係）等を経て、1999年から2002年まで富山県庁へ出向。生活
環境部長などを務め、日本海学の確立・普及に携わる。2002年財務省広報室長、2004年東京大学医科学研究所教授。2009年財務省理財局計画
官。2010年財務省主計局主計官（農林水産省担当）。東日本大震災後の2011年7月の異動で環境省へ。総合環境政策局総務課長、大臣官房会計
課長、大臣官房秘書課長、大臣官房審議官（総合環境政策局担当）、大臣官房審議官（総括担当）、廃棄物・リサイクル対策部長、2017年7月
大臣官房総合環境統括官を経て、2020年7月より現職。

・柳川範之 様（東京大学大学院経済学研究科教授）
1988年慶應義塾大学経済学部通信教育課程卒業。1991年東京大学大学院経済学研究科修士課程修了。1993年東京大学大学院経済学研究科博士
課程修了。1993年慶應義塾大学経済学部専任講師。1996年東京大学大学院経済学研究科助教授。2007年制度変更により東京大学大学院経済学
研究科准教授。2011年東京大学大学院経済学研究科教授。NIRA総合研究開発機構理事。日本応用経済学会理事。法と経済学会理事。事業再生
実務者協会常務理事。

・齋藤富雄 様（関西国際大学特命教授）
元兵庫県副知事。初代兵庫県防災監。1945年兵庫県出石町（現豊岡市）生まれ。関西大学法学部卒。大震災時は兵庫県知事公室次長兼秘書課
長、西播磨県民局長の後、1996年兵庫県の危機管理全般を統括する初代「防災監」に就任し、防災対策の再構築に努める。2001年9月より副知
事（2001年9月退任）。この間、ロシアタンカー事故、高病原性鳥インフルエンザ、台風第２３号及び台風第９号、新型インフルエンザ等の事
案に対応。政府の地震調査研究推進本部専門委員、中央防災会議専門委員、佐用町台風第９号災害検証委員会委員などを歴任。関西国際大学副
学長、神戸山手大学学長を経て、現在、関西国際大学特命教授。



と き 2021年10月23日（土）11時～13時
ところ 兵庫大学11号館102（加古川市平岡町新在家2301）

日本地域創生学会

被災地・離島・過疎地域支援物産展

＜お申込み・お問い合わせ先＞
日本地域創生学会本部事務局 chiiki@jsle.jp（メールでのみ対応）
東京都世田谷区桜丘1-1-1 東京農業大学世田谷キャンパス10号館2階2260号室

「マスク着用」「発熱時の参加見合わせ」「手指消毒」「COCOAのインストール」をお願いします。

主 催：日本地域創生学会2021年度総会・研究大会実行委員会
共 催：兵庫大学
協 力：内閣官房・内閣府、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省、

気象庁、兵庫県加古川市、北海道文教大学、東京農業大学、東京大学、実践総合農学会、
一般社団法人日本事業構想研究所、一般社団法人神戸ベンチャー研究会


